











Some Aspects of the Structural Transformation




In the process of nation-state building in Meiji Japan, the structure of knowledge
transformed fundamentally. This paper aims to analyze its theoretical development
through discussions such as, how the belief in knowledge was established, what was the
substance of knowledge (i.e. science), and what was the responsibility of intellectuals in
the process.
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1 )山室信一『近代日本の知と政治』 (木鐸社、 1985) 147頁。
2)国民国家、あるいはナショナリズムと歴史性(historicity)との関係については、 Patrik Hall, Nationalism and








































































































































































































































































































47)松本三之介・山室信一校注F学問と知識人』 (岩波書店、 1988) 452-453頁。
48)学制序文は正式には「学事奨励に関する被坤出書」とよぶが、通称「被仰出書」0


































52)戸沢行夫F明六社の人々』 (築地書館、 1991) 40頁。
53)たとえば、安西敏三「福沢における文明開化」 (F近代日本の意味を問う』所収、執筆者代表:溝部英章、木鐸社、 1992)。











































































67)以下F明六雑誌』の内容については、 F明治文化全集』 <第五巻、雑誌編> (日本評論社、第三版、 1968)から引用してい



































71)宇野重規F知識人から考える公共性』 (<公共哲学17>、東京大学出版会、 2006)書評。 「公共的良識人」、 2006年11月1日
1Jl>
72)津田真道の引用は前掲『明治文化全集』 <雑誌編> 59-60貢。
73)以下の引用は同上書60-61貢.
74) r福沢諭吉全集』第三巻、 53頁。
明治日本における知の構造転換-そのいくつかの側面
を建設する過程はかならなかった。その過程において、国家形成と国民形成の両方がなされなけれ
ばならなかっただけでなく、前者が後者を内実とするのである。
近代における国民国家の形成はまた知と深くかかわる問題でもある。国民国家に相応しい知の模
索は、新しい知の受容を意味すると同時に、従来の知をどう対処するかの問題でもある。それは同
時に知の持ち主である知識人の役割転換も迫られることとなる。
本論文では、以上の問題意識から、明治日本国民国家形成期において、知をめぐる思想的営為を
考察した。そこにおいては、まず知に信頼がかけられ、そして新たな知が「実学」 -サイエンスと
して展開されて、それに対応する知識人の役割が議論された。そういう議論の中で、われわれは、
「公」における根本的転換、あるいは「公」の出現を見出した。
ここで検討した「実学」 (サイエンス)の精神にしたがえば、事実に対する絶えない省察が求め
られるoしたがって、その後、明治日本の知のゆくえ、それと国家のかかわりはどうであったか、
論を改めて検討しなければならない課題である。
